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淡路で再発見されたヒメハルゼミ

堀田 久

ヒメハルセミは、1打方系の昆虫の代炎的なものと考えられ、日本での分布の北限として、新

潟県能唯・茨城llil片膝・＃｢･錐曝淑俄の3力婿は、嗣の天然記念物に指定されている。淡黙鳥で

は、1933年に川I!;!忠瞭氏により三臓郡八木村馬廻で記録されたが、その後採集されず、ま

ぼろしのセミとさえいわれていた。

神大岬糊|jの恥谷先/には、勲年前からこのセミを探しつづけられ（実は誰者も昨年先生から

洲介を"f!蹴さオ'た1人でお尋が）今年も7ノ113Rには先堆御自身で調杏に来られた。その上

メハルセミメ,:、本粂のｲ泊て張る!灘|↓l忍明氏によへて、ついに再発見されたのである。

戒i肌溌lil似ば、本年7月‘術jT!'j>1ili砿にある絢鈍羽神社のシイ林で喚声を開き、関谷教授に速

絲、I:『醗授は7ﾉ･129冊に照地へ行;小れて、ヒメハルセミの生息を確認されたのである。

紬順1羽神|の寺わ↓)にけ緋|･合5（)0年余のシイの大木林が残っており、ここが生息地になって

いる”さらにill繭からI)uへ4～5kmの問にも原堆林があり、生息している可能件もあるとい

われている、

なお、飛者はこのヒメハルゼミの再発見について、勇谷先生より直捷お便りをいただいたが

本年8ノ113日付の朝日新剛紙上に納介されている。また、12月1日付の神戸新聞、兵庫探

楡｢l鍬；I,il(15)でもヒメハルゼミの特集記載があり、さらに昆虫と自然の本年9月号にも、

「兵庫蝋にヒメハルゼミを訪ねて」と煙する奥谷先生の報文が城せられている。

いずれにしても、獅戸内沿岸では南島にしか知られていなかったヒメハルゼミが、本会の

会員によって淡那島で再発見されたことは、誠に意義深いことであり、本会にとっても再ばし

い限りである。
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洲 本市相川でクロコノアチョウ＊＊
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本年（1971年）8月10、洲本市相川で、本会々員の武田義明氏が、クロコノ＊＊

＊ ＊

＊

マチヨウを1顕採集されたとのことである。淡黙の蝶がまた1藏類ふえたことは、我＊＊ ＊
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＊々淡脇に住む虫屋にとって、たいへん嫡しいことである。 ＊
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なお、このことについては、畳日邦明氏がMDKVo1.23,Nq2に発表されて＊＊
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